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　　　Currently　there 　is　an 　increase　in　the 　incidence　of 　grass　pollinosis　in　patients　rang −

ing島rom 　young 　children 　to　the　elderly ，　and 　it　is　critical 　that　we 　identif〜厂 the　sources 　of

the　airborne 　antigenic 　grass　pollens　causing 　the 　problems ．　The 　aim 　of 　this　study 　has

been　to　determine　the 　sources 　of 　all　airborne 　pollen　during　the 　autumn 　of 　2002 −05．　As
the　range 　of 　grass　species 　in　nower　changes 　through　the 　overall 　nowering 　season ，　the
airborne 　pollen　populations　were 　studied 　by　dividing　them 　into　two 　seasonal 　popula −

tions： the　late　summer 　population （LSP ）and 　the　autumn 　population （AP ），

　　　Pollen　size 　data　were 　taken　from 　eighteen 　species 〔including　one 　variety ）bloom−

ing　in　the　late　summer 　and 　from 　nineteen 　species 　in　the 　autumn ．　The 　resulting 　pollen
size 　 means 　were 　compared 　with 　the 　median 　results 　of 　the　two 　seasonal 　populations．

　　　Among 　the　grass　spec 重es 　data　which 　were 　compared ，　Sorghum　haゆ ense （Johnson
grass） was 　shown 　to　have　the 　mean 　closest 　to　the 　medians 　fbr　the 　LSP 　grass　pollen
data，40．O　to　425 μm

，　while
　the 　means 　of 　both 　Misc仞 ’肋 ∬ ガπθ厩 ∫ and 砿 5αcc枷 r醒o鯤 5

were 　approximately 　equal 　to　the　medians 　fbr　the　AP 　grass　pollen　data，375μm ．　We
gave　a　95％ confidence 　ellipse 　for＆ ）rg 枷 鷹 halepense　and 　for　the 　two 　Miscanthus 　spe・

cies ．　As 　a 　result
，
　the 　LSP 　pollen　 count 　 within 　the 　Sorghum 肋 ＠ ense　ellipse　was 　cα．

65％ of 　the　total　pollen　count ．　The 　AP 　pollen　counts 　within 　the　ellipse　for＆冫rghum

ha’eρense ．棚 ∫cα艇 触 3　 sinensis 　 and 　M ∫α cc 乃α 厂卯o耀 3　 were 　 all　 within 　 the　 range 　of

63〜77％．Consequently
，
　these 　three 　grasses　are 　considered 　to　be　the　main 　sources 　of

autumn 　airborne 　grass　pollen．

　　　We 　discuss　the 　specific 　allergens 　of　the　above 　three　grass　species ，　and 　the　adoption
of 　allergy 　tests 負）r　these 　allergens 　from　a　clinical　point　of　view ．

Key 　Words ： grass　pollinosis，　airborne 　pollen　sources ，　 confidence 　ellipse ，　Sorghum．
Miscanthus
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は じめ に

　三 重中央医療セ ン タ
ー

の 1987〜20G4年 の 調査 で は，

飛散 イ ネ 科 花粉 数 の 顕 著 な 年 次 変 動 が な い に もか か わ

ら ず，ア レ ル ギ
ー

患者の イ ネ科花粉 に 対す る 感作率 は

87年 の 5％ か ら 95年 に は 30％ へ と上 昇 し
o）

， 近 年，

イ ネ 科花粉症患者は 小児か ら高齢者 まで 拡大傾向 にあ

る，感作率 の 上 昇 を もた ら して い る原因に つ い て は，

主 に患者側 の 要 因 と して 生活 様式や 社会環 境の 変化 な

ど様 々 議論 されて い るが まだ 解明 され て い な い ．空 中

花粉の 花粉源 の 把握 はイ ネ 科花粉症の 診断や 治療 に不

可欠で あ る．

　既 報
（X．．S）

で，三 重県中部地域の 春 か ら初夏 の イ ネ 科

空中花粉の 主 要な 花粉源 はカ モ ガ ヤ，オ ニ ウ シ ノ ケ グ

サ，ネ ズ ミム ギ，ホ ソ ム ギ，ま た 盛夏の 主要な 花粉源

は イ ネ と推定で きた こ とを報告 して きた．今回 は，晩

夏か ら秋の 空 中花粉の 花粉源を 識別す る こ とを 目的 に ，

2002年 か ら 4年間，8月中旬か ら 10月下旬 ま で の 空

中花粉の 大 き さを 測定 し，こ の 時期 に 開花す る野外の

イ ネ 科植物の 花粉測定値 と対比させ た ．統計学的解析

は 既 報
蜘

で 空 中花粉 の 分析 に 用 い た方法 と 同様 で あ

る．花粉源 と は広義 に は大気中 に 花粉を 放出 して い る

植物を，狭義 に は大 気中の 花粉が 花粉症 を 起 こ す 植物

で あ る．

方 法

　空中花粉 調 査 ：花粉 の 採取 は 2002年 か ら 05年 まで

の 4 年間，三 重県津市久居 （旧久居市）の 三 重中央医

療 セ ン ター8階屋 上 （高 さ 30m） に設 置 した ダーラ

ム 型花粉捕集器 （重 力式）を用 い て 行 っ た．採集器内

の ス ラ イ ドグ ラ ス は，8月 中旬 か ら IO月末 ま で 週 2

回，火曜 と金曜の 12 時か ら 13時の 間 に 交換 した．ス

ラ イ ドグ ラ ス の 6．48cmま
（18× 18mm の カ バ ーグ ラ ス

2枚）に あ る 花粉を染色 しカ ウ ン ト，計測 した．カバ ー

グ ラ ス 1枚 は Ph6bus　Blackly液で 染色 し，他 の 1枚

は花粉の 永久保存を目的 に グ リセ リ ン ゼ リ
ー

で 封入 し

た．花粉粒 の 長軸径，短 軸径 の 計測 は，顕微鏡下 40G

倍 で 接眼 レ ン ズ の マ イ ク ロ メ
ー

タ
ー

を用 い て 2．5μm

単位で 行 っ た．

　イ ネ科植物 の 開 花期 と 出現 度 ：当該地域 の ff．　wa地
（標高 15〜50m）か ら海岸 まで の イ ネ 科植物 の 植生 調

査 は，2005年 4 月か ら 10月 ま で ，一
定 の 観察ル

ー
ト

を決 め て 2〜3 日毎 に 行 い，開花時期 と 出現 度 を 記 録

した ，開花 日 は最初 に 開花を確認 した 日，開花終了 日

は ほ とん どの 穂が 中軸や 小穂の 柄 をす ぼ めて 結実期 に

人 っ た 日 と した，本報告で の 開花期 と は各地の 群落 あ

る い は個体群が 開花状態を持続 させ て い る 期間で あ る．

　各植物の 出現 度 を以 下 の よ う に 5 段階 ス コ ア で 示 し

た．丘 陵か ら海岸ま で い た る と こ ろで 頻繁 に み られ る

もの を多 い （ス コ ア V ），丘陵 ま た は低 湿 地 に 限 っ て

優勢 な 群落 が み られ る もの を や や 多 い （ス コ ア IV），

林縁，小 川 沿 い ，耕地な ど特定の 環 境下で 必ず み られ

る もの を普通 （ス コ ア 皿 ），個体数 が減少 ぎ み の 在来

種 ま た は増殖力 の 乏 しい 外来種 を や や 稀 （ス コ ア II）

ま た は 稀 （ス コ ア 1 ） と した ．約 40 植物種の う ち，

ス コ ア 皿 以上 の 25種 1変種 を分析 の 対象 と した，

　イ ネ科植物の 花粉観察 ：野 外で 採取 した 穂 は，乾燥

を 防 ぐた め に 直 ち に 湿 らせ た 紙 に 包 ん だ．水中で 穂の

根元を切 り戻 し，花瓶で 数 日保存 した ．成熟葯を集め

るた め，小 花が 開花中の 小 穂 また は 隣接 す る小 穂 を と

り，工 タ ノ
ー

ル （77〜81％ ）で 固定 ・保存 した ．後 日

外来診察用顕微鏡下 1G倍 で 試料か ら成熟葯 を取 り出

し，ワ セ リン を 塗布 した ス ライ ドグラ ス に花粉を 拡散

させ て ，前記の 空中花粉調査 と同様の 方法で 染色 した．

顕微鏡下 400倍で 各植物種 に つ き花粉 100粒 を 計 測 し

た ．

　統計 学的解析 ：統計学的解析 は ， SYSTAT （Ver．

lO．2）を用 い て 行 っ た，空中花粉 は い くつ かの 植物種

の 花粉が 混 在す る不均 質な 母 集団か らの サ ン プル で あ

る可能性が ある．そ の た め，長軸径あ る い は 短軸径の

測 定 値 の 母集団が 正 規 分布 とみ な せ るか ど うか を 調 べ

るた め，Kolmogorov −Smimov 検定
・
／1〕

（以後 KS 検定）

を 行 っ た，最大差 （MaxDif ） は KS 検 定 に 用 い られ

る統計値で，測定値の 累積度数分布を理論上の 累積正

規分布 に 当て はめ た 時 に 生 ず る差の 最大値を い う．最

大差が 有意 に大 き く，確率が 小 さ い と き は，IE 規分 布

の 想定 は困難で あ り非正 規型 分布 と判定 した．非正 規

型 集団の 特徴を あ らわ す 値 と して は中央値 と四 分位範

囲を 用 い た．

　植物種 の 中で，花粉 の 長軸お よ び 短軸の 平均値が 空

中花粉 の 中央値 に 近似 して い る もの を 花粉源候補 と し

て 選ん だ ，次 い で 長軸径 ・短軸径を 座標軸 に正 規曲面

を想定 した候補植物種の 95％ 信頼楕 円域 を設定 した．

また 花粉の 大 き さが 互 い に近似す る候補植物種 につ い

て は ，そ れ らを 1 グ ル
ープ と して ，グ ル

ープ の 95％
信 頼楕円域 を設 定 した．そ して 空 中花粉 の う ち 当該植

物種 の 信頼楕円域内 に ある 花粉の 頻度を調べ た，各花

粉 が 信 頼楕円域内に あ るか ど うか の 判 定 は既 報
〔騨

と

同様 に，信頼楕円域の 中心か ら花粉の 測定値 （座標点）

ま で の 確率 距 離 （D2，マ ハ ラ ノ ビ ス 距 離） を用 い て

調べ た ．確率距離が 5．991 （xL
’
値，自由度 ＝2，5％

有 意 水 準 ） 以 下 の 場合 は 当該 植 物 種 の 信 頼楕 円域内に

ある と判定 した．95％信頼楕円域内に 入 る 花粉 の 頻度

が 高い と き，その 候補植物種 あ るい は候補植物種 グル ー

プ を主要 な花粉源 と した．
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結　　果

空中花粉 の 旬別頻度

　 2002〜05年の 8月中旬 か ら 10月 ド旬 の 空 中イ ネ科

花粉数 （個／6．48cm1） を 表 1 に 示 した．花粉 の 大 き

さ を 測定 す る こ との で き な い 異常花粉 は 全体 の 約 10

％ で あ り，こ れ らの 異常花粉 （不稔花粉や壊 れ た花粉）

は 以降の 頻度や 測定 か ら 除外 し た ．各年 に は合計 141，
150，151，161個 の 花粉 が 採取 され た．全 測 定 値 を通

して 長軸径 は 25μm か ら 52．5μm の 範囲で あ っ た．

　 2002〜05年 の 調 査期間の 空 中花粉数 （個／6．48cm：

）

を各月の 旬 ご と に 集計す る と，9月上旬 と 中旬 を境 に

2つ の 季節集 団 に 分か れ る傾向が み られ た．イ ネ の 開

花期を過ぎた 8 月中旬か ら 9月上旬 ま で を 「晩夏期」，

9月中旬以 降 10月末ま で を 「秋期」 と した．

季節集 団 の非正 規 型 分 布 と統計 値

　各年 の 季節集団の 長軸径 に つ い て の KS 検定 の 結果

（表 2），どの 季節集団 も非正 規型 分 布 を示 した．ま た

季節集団の 短軸径 の 分布 も，計算値を省略 した が，非

正 規 型 を示 した．

　表 3に 各季節集団の 長軸径，短軸径 の 中央値 と 四分

位範囲を示 した．晩夏期集団で は各年 の 長軸径，短 軸

径 の 中央値 は 40．0μm あ る い は 42．5μm で あ り，年 に

よ る 大 き な差 は み られ な か っ た．四分位範囲の 年次間

差 は わ ず か で あ る が短 軸径 で み られ た．秋 期 集 団 で は

各年の 長軸径 の 中央値 は す べ て 37．5μ m ，短軸径 の 中

央値 は 35．0μm あ る い は 37．5μm で あ り，年 に よ る大

き な差 は み られ な か っ た．しか し四分位範囲で は 長軸

径，短 軸径 と もに年次 間差 が み られ，花粉 組成 に変 化

が あ る と推測 さ れた．

表 1．4 年閭 の 8 月中旬か ら 10月下旬 の 空中 イネ科花粉数 の 旬別頻度．

年
　　　8 月中旬 　 8 月下旬　 9 月 L旬

旬 別頻度

9 月中旬　 9 月 ド旬　le月上 旬 10 月中旬 10月下旬

一．
ロ

20022GO32004200523（3）　　　12（8）

13（2 ）　　　28（1 ）

18（1）　　　　9（1）

27　　　 24（2 ）

9（13）　　　26（1）

19　　　 29（4 ）

12（5）　 22
9（4 ）　 27

22（2）　 30
15（2 ）　　22（3）

34（1）　 28
25（1 ）　 16

11（6）　　　8（2）
21（2）　　 3（1）

24　　　 　 4

2／　　　 12（1）

141（35）
150（15）

151（8）

161（8 ）

計 81（6）　　　73（12）　　　49（22）　　104（5）　　　96（6）　　　96（3）　　　77（8）　　　27（4）　　603（66）

旬別頻度 ：6．48cm2 当 りの 花粉数，（ ）：計測 不能な異常花粉数，

表 2，4 年間 の 2 つ の 季節集 1寸1に お け る空 中花粉 の 長 軸 径 の 分 布 型 に つ い て の Kolmogorov −Smirnov 検 定．

年
晩夏期集団 秋期集団

花粉数　　 最 大差（確率） 分 布型 花粉 数　　 最 大差 （確率） 分 布型

200220032004200540904
ρ
0

り

0

ρ
0

0．177 （O．OOI）
0．215　（0．000）

O．161　（0，012）
0．177 （0．000）

非正 規型

非正 規型

非正 規型

非正規型

97901121010，154　（0，000）
0．153　（D．000）

0．130 （0，00G）
0．114　（0，002）

非正 規型

非正 規型

非正 親型

非正 規型

表 3．4 年 間 の 2 つ の 季節集団 に お け る 空 中花粉の 大 き さの 中央値 と 4 分位範囲．

晩夏期集団 秋期集団

年 中 央 値 4 分 位 範囲 中央 値 4分位 範囲

L （μ m ）　 S（蜘 ） L （μm ）　　S（μm ） L （μm ）　　S（4m） L （μm ）　　S（μm ）

2002　　　　　　　40．0
2003　　　　　　42．5

2004　　　　　　40．0
2005　　　　　　　42，5

40，042
．540

．040
．0

5．005
，005
，005
．00

5．DO3
，756
，255
．00

37．537
．537
．537
．5

35．037
．535
．035

．0

7．505
，005
．DO7

，50

8．057
．505
．0010

，00

L ：長軸径，Sl 短 軸径
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イ ネ 科 植 物 の種 類 と 出現 度

　花粉 を測 定 し た 25 種 1 変種 を表 4 に 示 し た ．

Clayton　and 　Renv   iz♂ 〕

の 分類体系 で 表わ し，長 田武

IE
 

の 亜 科，連，種 の 和名 を用 い た，キ ビ亜 科 は，エ

ノ コ ロ グ サ （Set　l），ア キ ノ エ ノ コ ロ グ サ （Set　2），
キ ン エ ノ コ ロ グ サ （Set　3），イ ヌ ビエ （Ech　1），ヒ メ

イ ヌ ビ エ （Ech　2），メ ヒ シ バ （Dig　l），コ メ ヒ シ バ

（Dig　2），ア キ メ ヒ シ バ （Dig　3），チ カ ラ シ バ （Pen），

オ オ ク サ キ ビ （Pan 　1，外来種） ヌ カ キ ビ （Pan　2），
キ シ ュ ウ ス ズメ ノ ヒ エ （Pas　1，外来種 ），シ マ ス ズ メ

ノ ヒ エ （Pas　2，外来種），タ チ ス ズ メ ノ ヒエ （Pas　3，
外来 種 ），セ イバ ン モ ロ コ シ （Sor，外来種 ），ス ス キ

（Mis 　1），オ ギ （Mis　2），ジ ュ ズ ダ マ （Coi），ア シ ボ

ソ （Mic ），メ リケ ン カ ル カ ヤ （And ，外来）；ヒ ゲシ

バ 亜 科 は カ ゼ ク サ （Era），オ ヒ シ バ （Ele），ア ゼ ガ ヤ

（Lep），ギ ョ ウ ギ シ バ （Cyn ，外来種 ）；ダ ン チ ク亜 科

は ヨ シ （Phr）；タケ 亜 科 はイ ネ連 の マ コ モ （Ziz） で，

外来 イ ネ科 7種 を含 む，キ ビ亜科 が 最 も多 く 19種 1

変種，次に ヒ ゲ シ バ ．亜科 4 種 そ の 他 ダ ン チ ク亜 科 1

種 タ ケ亜科 1種 で あ っ た．各植物種 の 出現度 は，方

法 で 述べ た ス コ ア を表 4 の 右欄 に 示 した．

表 4．花粉の 大 き さを 測 定 した イ ネ 科 25種 1変種 と 出現 度 ス コ ア，

Subfamily　Paniceideae　キ ビ亜 科

　 　 Tribe　Paniceae　キ ビ連

Set　lSet
　2Set
　3Ech
　l．

Ech　2Dig
　lDig
　2Dig
　3PenPan

　lPan
　2Pas

　lPas
　2Pas
　3Tribe
　Andropogoneae

SorMis
　lMis
　2CoiMicAnd

Setαria 　 viridis 　エ ノ コ ロ グサ

Setaria　faberi　ア キ ノ エ ノ コ ロ グ サ

Setαria　glaucα 　キ ン エ ノ コ ロ グ サ

Echinochloa　crUS −galli　イ ヌ ビ エ

Echinochloa　cnus −galti　var ．　praticola　 ヒ メ イ ヌ ビ エ

Digitaria　ciliaris 　メ ヒ シバ

Digitaria　radicosa 　コ メ ヒ シ バ

Digitaria　viotascens 　ア キ メ ヒ シ バ

Pennisetum　alopecuroides 　チ カ ラ シバ

Panicum 誑 c加 ‘o脱 卯o 耀 醒 ，（Fall　panicum）　オ オ クサ キ ビ
＊

Panicum 　bisulcatum　 ヌ カ キ ビ

Paspalum　distichum．（Knot 　grass）　キ シ ュ ウ ス ズ メ ノ ヒエ
＊

Paspalum　dilatatum，（Dallis　grass）　シ マ ス ズ メ ノ ヒエ ＊

Paspalum　urv
’itlei．（Vasey　grass）　タチ ス ズ メ ノ ヒエ

＊

　　　　　 ヒ メ ア ブ ラ ス ス キ 連

Sorghum　halepense，（Johnson　grass）　セ イバ ン モ ロ コ シ
＊

MiscanthUS　sinensis 　 ス ス キ

MiscanthUS ∫α CC 枷 r 耀or   ∫ 　オ ギ

Coix 〜αcツ用 αゾobf 　ジ ュ ズ ダマ

Microstegium　vimineum 　ア シ ボ ソ

Andropogon　virginicus．（Broom 　sedge ）　メ リケ ン カル カ ヤ＊

bfamily　Chloridoi“eae

　Tribe 　Eragrostideae

EraEleLepTribe

　Cynodonteae
Cyn

　 　 　 　 　ヒ ゲ シバ 亜 科

　 　 　 　 　ス ズ メ ガ ヤ連

Eragrostisferruginea　カゼ クサ

Eleusine 　indica 　オ ヒ シ バ

Leptochloa 　chinensis 　ア ゼ ガ ヤ

　 　 　 　 ギ ョ ウ ギ
’
シ バ 連

Cynodon 　dactylon，（Bermuda 　grass）

bfamily　Arundinoideae ダ ン チ ク亜 科

　 Tribe　Arundineae　ダ ン チ ク連

　　Phr 　 Phragmites　australis 　ヨ シ

bfamily　Bambusoideae　タ ケ 亜 科

　Tribe　Oryzeae　イ ネ連

　　Ziz 　 　Zizania　latifolia　マ コ モ

ギ ョ ウギ シ バ ＊

出現度

ス コ ア

　 V
　 V
　 v
　 V
　 V
　 V

　 V
　 V

　N
　 II「

　 IV
　 V
　 IV

VW

皿

WV

VVW

rv

N

皿

1

（
＊ 外 来種 ）
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表 5 ．イ ネ科 25 種 1変種の 花粉 の 大きさ．

記号
L （μm ）

平均 　 SD

　 S（μm ）
　　　　　　　開花期
平均 　 SD

12312

　

　

　
112

　

　

　
2313

黝

黜

騒

舳

舳

 

昧

隗

 

 

 

鋤

隗

隗

 

 

 

LepPenPan

　2Mis

　lMis
　2MicAndPhrZiz

232314443733926104971241974290

ユ

57868

］

687340397771179

333335233342223332323333225473909678997921D9199522539823380009265559380045088311211322342121112133212

／

ー

工

99109807131478297400513772319003776895863393975610693333352333322233223233332292959205404802889938

δ

50448

8623270409236650189137970311211322342121122123211121AAAAAA

　AAABAABAABAABAABABBABBABBABBABBABBBBBBBBBB

イネ科植物の 花粉 の 大 きさ と開花期

　表 5 に 25種 1変 種 の 花粉 100粒 の 測 定 値 を，長 軸

径 と短軸径の 平均 と 標準偏差で 示 した ．最小 は ア ゼ ガ

ヤ （Lep） の 23．4μ m ，最 大 は ジ ュ ズ ダ マ （Coi） の

55．4μm で あ っ た．各植物種 の 開花期 の 観察結果 は ，

図 1の よ う に 6月初 めか ら開花が 始 ま り 9月 上 旬 に 開

花 が 終了す る もの （A ），9 ガ．上旬 か ら 開花 が 始 ま る

も の （B），5月初 め か ら開花 が始 ま り 10月中旬 に 開

花 が終了す る もの （AAB ），8月中旬か ら開花 が 始ま

り10月中旬に 開花 が終了す る もの （ABB ）の 4 グルー

プ に 分 類 され た。各植 物種 の 開 花期 を表 5 の 右欄 に 記

入 した．

　晩 夏期 集 団 の 花粉 源 と して は 開 花 期 が A ，AAB ，

ABB に 属す る 17種 1変種を，秋期集団の 花粉源 と し

て は AAB ，　 ABB ，　 B に 属 す る 19種 を 対 比 させ て 以

降 の 分析を行 っ た．

L ：長軸 径，S ：短 軸 径，　 SD ：標準偏差．

空中花粉 の 中央値対付近 の 植物種

　晩夏期集団で は，長軸径 と短 軸径 の 中央 値 が と もに

40．0μm あ るい は 42．5μm で あ っ た の で ，花粉源 の 候

補 と し て 第 1 に セ イ バ ン モ ロ コ シ （Sor ；平均長軸径

41．3μ m ・平 均 短 軸 径 39，1μ m ，開 花 期 AAB ） を 選 択

し た ．次 い で キ ン エ ノ コ ロ グ サ （Set　3），シ マ ス ズ メ

ノ ヒ エ （Pas　2），メ ヒ シ バ （Dig　1） の 順 に 空 中花粉

の 中央値 に 近似 し て い た ，

　秋 期 集 団 で は 空 中花 粉 の 長 軸径 の 中央値 は 37．5μm ，

短軸径 の 中央値 は 35．0μ m ま た は 37，5μ m で あ っ た の

で ，花 粉 源 の 候 補 と して ス ス キ （Mis 　l ；平 均 長 軸 径

37，1μ m ・平均短軸径 35．5μ m ，開花期 B） とオ ギ （M ｛s

2；平 均 長 軸 径 37．2μm ・平 均 短 軸径 36．1μm ，開 花期

B ） を選択 し た．次 い で キ シ ュ ウ ス ズ メ ノ ヒエ （Pas　l），

7月　 　 　 　 　 8月　 　 　 　 　 9月　 　 　 　 　 10 月

口 口 口 ［＝］［ ］［］ ［：］口 ［］ 匚］ 匚］ 匚コ

6月初

A （6種1変種 ）

5月初

一

▽ ］ 開花期

　

　 　 イネ ABB （6種）

　 晩夏期

〔8〆11〜9〆10）
B （8種）

　 秋期

〔9／11−・10〆31｝

　 　 　 図 1．イ ネ科 25 種 1 変 種 の 開 花 時 期 と空 中 花粉 分 析 の た め の 晩 夏 期集 団 と秋 期集 団 の 設 定．

　花粉の 大 き さ を測定 した植物 は ，6 月初 め か ら 開花 が 始 ま り 9 月上 旬 に 開花が 終 ∫す る もの （A ），9 月 上 旬か ら開花が

始 ま る もの （B），5 月初 め か ら 開花が 始 ま り10 月 中旬に 開花が 終 了す る もの （AAB ），8 月i［1旬か ら開花 が始 ま り 10 月
1十1旬 に 開花が 終了す る もの （ABB ）の 4 グル ープ に 分類 され た．空［1．r花粉 の 分析 は イ ネの 開花 終了以降 を 2 つ の 季節集

団，晩夏期集 団と 秋期集団 に 分 け て 行った ．
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メ ヒ シ バ （Dig　1），シ マ ス ズ メ ノ ヒ エ （Pas 　2），チ カ

ラ シ バ （Pen）の 順 に 空 中花粉 の 中央値 に 近 似 して い

た ．

野 外 観 察を 加 味 した 花 粉 源 の 判 定

　前項で の 8 植物種の 出現度は ，多 い （ス コ ア V ） ま

た は や や 多 い （ス コ ア IV） に 属 し，す べ て 身辺 に 普通

に み ら れ る 種 類で あ る．し か し と りわ け大形 の 多年生

植 物で ，大 きな 総 状花序を つ け，比 較的安定 した 群落

を な す の は セ イ バ ン モ ロ コ シ，ス ス キ，オ ギ に 限 られ

る．こ れ ら 3種 の 当 地 で の 概 要 と生 育状況 は 次 の よ う

で あ る，

〈セ イ バ ン モ ロ コ シ〉 キ ビ亜 科，開花期 は AAB で ，
7月上 旬〜10月中旬 の 約 120H に お よ ぶ ．高 さ 約 2m
で 帰化 植物 と して は 最大 で あ り，多年生 で 地 下茎 を 発

達 さ せ る．穂 は 大 き く 2G〜50cm 長 ，葯 長 は 3mm ．

海岸や 河川 の 堤防，幹線道路沿 い の 緩衝地，市内の 空

き地 な ど近 年 撹乱 され た 土地 に 侵 入 し群落を な す （出

現度IV），出穂期，穂 の 形状 や 色 は 変異 に富 む．太 田

久 次
〔了）

に よ る と当 県 で の 最初 の 記 録 は 1952年 で ，そ

の 後各地で 記録 さ れ，太田 の 帰 化 度 ス コ ア は 5 （分 布

が広 く各地 の 生 育 量 も多 い ） で あ る．ア フ リカ 北 部原

産．

〈ス ス キ 〉 キ ビ亜 科，開 花 期 は B で ，9月 中 旬 か ら

10月下旬 の 約 40 日．多年 生 の 在来種 で ，高 さ 1．5〜

2m，穂 は約 30cm長，葯長 は 2mm ．平地 か ら丘 陵に

か け て 堤防，河川 敷，路傍，耕作地 の 周辺 に頻繁に み

られ る （出現 度 V ），東 ア ジ ア 周有種．

〈オ ギ 〉 キ ビ 亜 科，開 花期 は B で ，ス ス キ と同 時期

で あ り約 40 日，ス ス キ よ り大 形 の 在来種 で，発達 し

た 地下 茎よ り多数の 茎 を立 て る．高 さ 2〜2．5m ， 穂 は

約 40cm 長 と ス ス キ よ り大 き く晩 秋 に 銀白色 に 輝 く．

葯長 は 2mm ．平 地 や 丘 陵 の 湿 地 に 多 く，河 川 敷 に は

ヨ シ とオ ギ の 群落 が み られ る （出現 度 IV）．東ア ジ ア，

極東 の 固有種．

　 こ れ ら 3種 の 花粉 の 大 き さ は，す で に 述べ た よ うに

各集団 の 中央値 に ほ とん ど一致 して い る．さ らに こ れ

ら の 生 育状況 を も考慮 し て，晩夏期 の 花粉源 候補 を セ

イ バ ン モ ロ コ シ と した．ま た秋期 の 第 1 の 有力 な花粉

源候補 を ス ス キ 属 2 種 と し，開 花 が 10月中旬 まで つ

づ くセ イバ ン モ ロ コ シ を第 2 の 候補 と した，

信 頼楕 円域 内 の 空 中花粉 の 割合

　 セ イ バ ン モ ロ コ シ （Sor）花粉の 95％ 信頼楕 円域 を

セ イバ ン モ ロ コ シ 領域 と名づ け た．花粉 の 大 き さ が互

い に 近似す る ス ス キ （Mis　1） とオ ギ （Mis　2） は 1 グ

ル
ープ と して 扱 い，グ ル

ープ の 95％信頼楕円域を ス

ス キ ・オ ギ領域 と名づ け た．

　2002年 か ら 05年 の 各晩夏期集団 の 散布 図 に セ イバ

ン モ ロ コ シ 領 域 を 重 ね た ．05年 の 結 果 を 図 2 − A に

示 した．表 6 の 統計値 を 用 い て 計算 した D1 値 か ら セ

イ バ ン モ ロ コ シ 領 域 内 の 花 粉 を 判 定 し，そ の 割 合 を 年

次別 に 集計 し た （表 7 − A ），2002 年 で は 空中花粉 44

個 の うち 29個 （65．9％） が 領 域 内 に あ り，03年 で は

60個の う ち 40個 （66．7％），04年で は 39個 の うち 25

個 （64．1％ ），05 年 で は 60 個 の う ち 38 個 （63．3％）

が 領 域 内 に あ った．4 力年 と も に セ イ バ ン モ ロ コ シ 領

域内の 花粉 は 約 65％ で あ り，大 き な 年次変動 は み ら

れ な か った ．

　 次 に 2002年 か ら 05 年の 各秋期集団の 散布図 に ス ス

キ ・オ ギ 領 域 と セ イ バ ン モ ロ コ シ 領 域 を 重 ね た ，05

年の 結果を 図 2 − B に 示 し た．表 6 の 統計値を 用 い て

計 算 した D ！

値 か らス ス キ ・オ ギ 領 域 内 と セ イ バ ン モ

ロ コ シ 領域内の 花粉を判定 し，そ の 割合を 年次別 に 集

計 した （表 7 − B）．2002年で は秋 期 の 空 中花粉 97個

の う ち ス ス キ ・オ ギ領 域内に は 55個 ，
セ イバ ン モ ロ

コ シ 領域内は 46個，こ の うち 2 領域 が重 な る 部分 に

は 37個 で あった，す な わ ち 2 つ の 領域 い ず れ か に 入

る 花粉粒 は 全 97個 の う ち 64 （66．0％ ） で あ っ た．同

様 に ，2 つ の 領域 い ず れ か に 入 る花粉粒 は 03年 で は

全 90 個 の う ち 69 個 （76．7％），04 年 で は 全 112個 の

う ち 86個 （76，8％ ）， 05年で は全 101個 の うち 64個

（63，4％ ） で あ っ た， ス ス キ ・オ ギ 領域内 ま た は セ イ

バ ン モ ロ コ シ 領 域 内 の 花 粉 粒 の 割合 は 4 力年 で は 63
〜77％ で ，最大 14％ の 年次変動 が み ら れ た．

考 察

花粉飛散期 の 区分

　過 去 4年 の 8 月中旬 か ら 10月 ま で の 旬別花粉数 の

累計 （表 1 ）で は，9 月上 旬 に 花粉頻度分 布 の 谷 間 が

あ り， 花粉 の 飛散期間を 晩夏期 と秋期 に 区分 した こ と

を述べ た．開花期 の 観察結果 （図 1） か ら も，9 月 10

日頃 に 植物 グ ル ープ A と B の 交替期 が あ り，こ の 頃

を境 に 飛散花粉 の 種 類 の 交替 が示唆さ れ た．

秋 の 空中花粉 の 特 徴

　季節集団で 95％信頼楕円域 に 入 っ た 花粉の 割合 は，

晩 夏 期 で は セ イ バ ン モ ロ コ シ 領域 内に 63〜67％ ， 秋

期で は セ イ バ ン モ ロ コ シ また は ス ス キ ・オ ギ領域内に

63〜77％ で あ った ．こ れ らの 値 は，既 eeca：／
，
で 春 ， 夏

の 集団か ら 推定 した 信頼楕円域内の 花粉割合 70％以

上 と 比 べ ，全 体 に や や 低 い ．こ の こ と は 8月 申旬 以 降

圧倒的 に 多 くの 花粉を飛散 させ る 花粉源が な く，多種

の 花粉が 飛故 して い る た め と思 わ れ る．例 え ば 2005

年秋期集団の プ ロ ッ ト （図 2 − B ）で は，こ の 年 に隈

り，2 つ の 信頼楕円域外 に 長軸径約 30Ptrnの 小 型 花粉

の 集 ま りが み られ た ．花粉 の 大 き さ と 出現 時期 （10
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　 　 　 　 　 40、0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　35．0
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　　　　　　250
　　　　｝
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羅
4°

37 ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：：
　 　 30　　　　　40　　　　　50　　　　　60　　　　　　　　　　　　　　　20　　　　　30　　　　　40　　　　　50　　　　　60

　　　 短 軸 径 （μ m ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　 短 軸径 （μm ）

° セ イ バ ン モ ゜ コ 嫐

　 　 　 6 纂 驚 領域

セ イ バ ン モ ロ コ シ領域 を重 ね た 2005 年 　 　 図 2 − B ．ス ス キ ・オ ギ領域 お よ び セ イバ ン モ ロ コ シ

晩夏期集団の 空 中花粉 の 散布図．　　　　　　　　　　 領域 を重 ね た 2005 年秋期集団 の 空 中花粉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 の 散布図．

　　　表 6．セ イ バ ン モ ロ コ シ領域，ス ス キ ・オ ギ 領域 の 設定 に 使 わ れ た 統計値．

領域
L （μ m ） S（μ m ）

平均 SD 平均 SD
相関係数

（L，S）
構 成 植 物

セ イバ ン モ ロ コ シ領 域

　ス ス キ ・オ ギ領域

リ

リ

一
b311743

2．292
．07

8DO89
尸
D9

θ

3

492G22 0．784　 セ イ バ ンモ ロ コ シ

0．784　　 ス ス キ，オ ギ

L ：長 軸 径，S ：短 軸 径，　 SD ：標準偏 差．

　　　　　 表 7 − A ．セ イ バ ン モ ロ コ シ領 域内に 入 る 晩夏期 集団 の 空中花粉数 の 年次別 集計．

　　　　　　 晩夏期集団

2002 2003 2004 2005

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 29
セ イ バ ン モ ロ コ シ領域内
　　　　　　　　　　　　 （65．9％）

　 40
（66．7％）

　 25
（64．1％）

　 38
（63．3％）

領域外 15

計 44
．go60 41・

93
2　
026

表 7 − B ，ス ス キ ・オ ギ領域 内ま た は セ イ バ ン モ ロ コ シ領域内 に 入 る 秋期集団の 空 中花粉数 の 年次別集計．

　 秋期 集団

　 ス ス キ ・オ ギ領域内

．’．t

セ イ バ ン モ ロ コ シ領域内

．．零？P領球  真な．壁険 ．．

　 　 　 　 小 計

　 　 2002　　　　　　　2003

　　 55　
t’tnv

　　53

　 　 46　 　 　 　 54

．．．．．．  ．．．．．．．．．．．．．．．．卵 2．．．．．．
　 　 64　 　 　 　 　 69

　 （66．0％ ）　　　　（76，7％）

2004 2005

　 74　　　　 　 50

　 57　 　 　 　 46

．．蜘 1．．．．．．　 ．．蟶 1．．．．．．
　 86

（76，8％）

　 64

（63，4％）

2 つ の 領 域 外 33 21 26

計 97 90 112

　37』
101

（小 計 ＝2 つ の 領域内の 花粉数 の 合計
一2 つ の 領域 の 重 な り部分 の 花粉数 ）
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月中旬） か ら ，
こ れ らは ヨ シ （Phr） の 花粉 と推測 さ

れ る．す で に 秋期集団の 4 分位範囲の 年次変動で 指摘

した が，秋期の 花粉 組成 は ， 気象の 影響 に よ るの か 変

化が 大きい よ うで ある．した が っ て 秋の 空中花粉の 特

徴 は多種混合 とそ の 組成の 変動 と い え る．

　 こ れ まで の 空中花粉の 信頼楕 1り域を 用 い た 分析で は，

9D％ ま た は 95％ 信頼楕円域 を用 い て き た
cu』3〕．信頼性

レ ベ ル の 使 い 分 け は，2 つ の 信頼楕 円域 を設 定 した と

き，信頼楕円域が 散布図上 で 大 き く重 な り合わ な い よ

う に 配 慮 した．

進 化 上 の グ ラ スの 系 列

　館岡亜緒
〔U’

は わ が 国の イ ネ科植物 に つ い て，「春か

ら初夏 に か けて の イネ 科 植 物の 大 部分 はイ チ ゴ ツ ナギ

亜科植物で ，夏か ら 秋の 平地 ・浅山に み ら れ る の は 大

部分 キ ビ 亜 科 と ス ズ メガ ヤ亜 科の 種 類 で あ る」 と い う

（注，館岡 の ス ズ メ ガ ヤ 亜科 Eragrostoideaeは こ の 報

告 の ヒゲ シ バ 亜 科 に ほ ぼ 相当）．花粉 シ
ーズ ン の 花粉

源 同 定 に 関 す る筆者 らの
．・
連の 研 究 は ま さ し く館 岡の

概観 どお りとな っ た．

　春の 空 中花粉 の 分 析 で 対 象 に な っ た 植 物 種 は ほ とん

どが イ チ ゴ ツ ナ ギ 亜科で あ り，本報告で の 植物種 は
一

新 して ，多 くの キ ビ 亜 科，ヒ ゲ シ バ 亜 科そ の 他 とな っ

た．Clayton　et　al．〔M は イ ネ科植物 の 進 化上 の 主 要な 3

系列 を あ げ，そ れ らの 起源 を 論 じて い る が，3 系列 と

は，1）北半球 の 温 帯起 源 の イ チ ゴ ツ ナ ギ亜 科，2）熱

帯 に 起源す るキ ビ 亜科
一

ヒ ゲ シ バ 亜 科
一

ダン チ ク亜 科，

3）熱帯 の 森林 や 水郷 に 起源 す る タ ケ亜 科で あ る ．こ

の 見 解 は 主 に 形態 学，植 物地 理 学 また 光 合成経路 な ど

の 生化学の 知見 に 基づ い て い る．各系列内の 植物群が

同 じ進 化 の 道 筋 を た ど っ て きた とす れ ば，そ れ ら の 植

物群 は 共通な 遺伝的背景が あ る もの と示唆 され る，

　春の イ ネ 科花粉 症 の 主 因 で あ る イ チ ゴ ツ ナ ギ 亜 科の

主要な 植物種間 に は，広 く共通抗原性が あ る こ とが 血

清 学 的 研 究 か ら明 らか に な っ て い る
／9・1°・］．L．12・L3

　
Li）．．．．一

方

秋の 空中花粉の 分析で 対象 に な っ た キ ビ亜科や ヒ ゲシ

バ 亜科，そ の 他 の 亜 科 の 抗 原 性に つ い て は，イ チ ゴ ツ

ナ ギ亜科の 抗原 との 関連で 取り上げられて い る に 過ぎ

な い．宇佐神 ら
（15）

は ，共 通 抗原性 や ア レ ル ギ ー
性 に

関 して は，植物系統学上の 分類を 参考 と した 今後の 検

討が 必 要で あ る と して い る が ，重 要な 指摘 と 思わ れ る．

秋の イ ネ科花粉の 抗原 性

　 〔1） ギ ョ ウ ギ シ バ

　ギ ョ ウ ギ シ バ （Bermuda 　grass） は ア メ リ カ 南部諸

州 そ の 他の 温 暖地で 花粉症を 起 こ す 主要な 植物 と され

て い る
／16）
，ギ ョ ウ ギ シ バ （ヒ ゲ シ バ 亜 科）は 本報告で

の 対象植物の 1 つ で あ っ た が，花粉モ ニ タ リン グの 結

果 で は 主 要 な 花 粉 源 に 挙 が らな か っ た ．こ の 植 物 の 花

粉抗 原 は 1瞬 青学 的 研究 に しば しば 取 り上 げ られ て い

る
〔9・1°．12調 ．こ れ ら の 報告 に よ る と，ギ ョ ウ ギ シ バ は

カモ ガ ヤな どの 卞 要な イ チ ゴ ツ ナギ 亜 科の 植 物種 との

間 に は，共通抗原性 は ほ と ん どな い と され て い る．

　  　セ イバ ン モ ロ コ シ

　セ イバ ン モ ロ コ シ （キ ビ亜 科） はテ キサ ス 州の あ る

地域 で 花粉症 を 起 こ す と報告 さ れ て い る
os／
・
，　 Martin

ら
m

は RAST 阻止試験の 成績 か ら，こ の 植物 の 抗原

性 は北 部諸州 の イ チ ゴ ツ ナギ 亜科 の 数 種，また南部の

ギ ョ ウ ギ シ バ の 双方 に 共通抗原性が あ る と指摘 して い

る．2 つ の 亜科 の 橋 渡 しを す る よ う な ユ ニ
ークな 抗 原

性で あ る．本報告で は ，晩夏か ら 秋 に か けて 当地で は

セ イバ ン モ ロ コ シの 花粉 飛散 数 は無 視 で きな い こ とを

述べ た ．

　（3） ス ス キ

　宇佐神 ら
／］5〕

は 1985年 か ら 13年間 の 調査 で ，ス ス

キ の 皮内テ ス ト陽性率 は 10．8％ で あ り，強 陽 性例 も 2

％弱 に み ら れ る の で ，感作例 は 少な い と は い え な い と

報告 して い る．また ス ス キ と他 の イ ネ 科植 物の 皮 内 テ

ス ト結果 に み られ る 相関関係か ら，ス ス キ と他種 との

間 に は広 く共 通 抗 原 の 存 在が うか が わ れ た と して い る．

　高橋 ら
／LS）

は イ ム ノ ブ ロ ッ ト法を 用 い て ，多種 の イ

ネ 科植物 の 花粉 に 抗 LolpI ウ サ ギ 血清 を 反応 さ せ ，

LotpI の 交差反応 性 を調 べ て い る．　 LolpI は ホ ソ ム

ギ の 主要抗原 と して
一

般的 に 知 られ て い る．イ チ ゴ ッ

ナ ギ 亜科 に 属す る 植物で は，酵素標識抗体法で 染色 し

た 時，最 も濃 い 青紫色 の ス ポ ッ トが み ら れ，ス ス キ と

セ イ バ ン モ ロ コ シ で も比較的濃い ス ポ ッ トが み ら れた

が，ギ ョ ウ ギ シ バ で は 薄 い ス ポ ッ トで あ っ た と して い

る，

　 セ イ バ ン モ ロ コ シ と ス ス キ の 抗 原 を 取 り扱 っ た 報

告
〔脳 ．17・1脚 ｝

を総合す る と，ス ス キ や セ イ バ ン モ ロ コ

シ は ，イ チ ゴ ツ ナ ギ 亜 科 植 物 との 間 に 部 分 的 な 共 通 抗

原性をもつ と考え ら れ，秋の イ ネ科花粉症の 原因 と し

て 今後 は 十分 注 意 を 払 う必 要が あ る と思 わ れ る．

秋の イ ネ科花粉症の 診断

　当 科の ア レ ル ギー外来 に お い て ，秋 に 鼻症状が 増悪

す る 例の 原因は 様 々 で あ る，ヨ モ ギ な ど の キ ク 科花粉

症例，ダニ の 数の 増加 に よ り鼻症状が 悪化 す る ダニ ア

レ ル ギ
ー

例，te月中旬 か ら 始 ま る 極少量 の ス ギ 飛散

に 反応す る ス ギ 花粉症例，さ ら に 秋期の 急激な 気温 の

低下 に よ っ て 鼻粘膜の 自律神経の 異常を きた す 例な ど

で あ る．

　イ ネ科花粉症患者 に 関す る 過去の 調査
〔1／・

で は，秋の

み に 発症 した 例は み られ な か っ た．また 秋 に 症状が 悪

化 し た 例で も春か ら 初 夏の よ うな 激症を 訴え る こ と は
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稀 で あ った．秋 の イ ネ科花粉症 が 少 な い 原因と して は，

秋 の イ ネ科花粉 の 抗原 性 が イ チ ゴ ツ ナ ギ亜 科植物 の 抗

原性 ほ ど強力 で は な い こ と，秋 の 空中花粉数 が春 の 約

1／2 と比較的少 な い こ と，さ らに こ れ まで 秋の イ ネ科

花粉 に 対 して は 積極的に 抗原検査を行 っ て こ な か っ た

こ とが あ げ られ る．

　秋 の イ ネ科花粉症 の 診断で は，RAST 検 査 で は現 在

セ イ バ ン モ ロ コ シ （G10 ），ア メ リ カ ス ズ メ ノ ヒ エ

（Paspalum　nonatum ，　G17），ア シ （G7 ）， ギ ョ ウギ シ

バ （G2 ） の 4 項 目の 検査 が 可能 で あ る．ス ス キ は

RAST で は 市販抗 原 が な く検 査 不可能 で あ るが，皮内

テ ス トで 検出で き る．

　過去 の 報告 と今 回 で，三 重 県中部 に お け る花粉飛散

の 3つ の ピークをなす花粉源の 推測が で き るよ う にな っ

た．こ れ ま で 花粉 源 に 関す る手 が か りは他 の 地域 の 臨

床報告 に 頼 っ て きた が，よ うや く当院の イ ネ科花粉 症

患 者 を と りま く花粉環境 の 実情を身近 に 受 け止 め られ

る よ う にな っ た，無数 に花粉 を 放つ 植 物 は も と よ り，

花粉 モ ニ ター
に か か ら な い よ うな 局地的な 植物 で さ え

も，花粉 ア レル ゲ ン へ の 感 作，さ らに 発 症 へ の 関与を

疑 っ て み る こ と が必要で あ る．花粉症 は地方の イ ネ科

植物 の 群落 あ る い は花粉 環境 を反 映 した風土 病的性格

が あ る よ う に 思 わ れ る．今後の 臨床診断 で，こ れ ま で

の 成果 を よ り適切 な抗 原検査 の 選択 に 役立 て た い．

ま と め

　 当地 の イ ネ科花粉 症 は 1990年頃か ら 増加傾向を 示

し，空中イ ネ科花粉 の 花粉源 を 明 確 に 把 握 す る こ とが

急 務 で あ る，年間 の 空 中イ ネ科花粉 の 頻度分布 は 2 ま

た は 3 峰性 を示 し，既報で 春の 主 要 な花粉源 は カ モ ガ

ヤ，オニ ウ シ ノ ケ グ サ，ネ ズ ミ ム ギ，ホ ソ ム ギ，盛夏

の 花粉源 は イ ネと 推定で きた こ と を 報告 して きた．今

回 は 晩 夏 か ら 秋 の 花 粉 源 を 明 ら か に す る た め

2002〜05年 に 行 っ た 研究成果 を 樶告 した．

　空 中花粉 の 旬別頻 度 で は，9 月上 旬 と 中旬を境 に 2

つ の 季節集団 に 分 か れ る傾 向 が あ り，8 月中旬か ら 9

月 上旬 ま で を 晩夏期，9 月中旬以降を秋期 と 区分 した ．

各季節集団 の 空 中花粉 の 長 軸 径 と短 軸径の 分布 は 非正

規型 を示 し，各季節集団の 分布 の 特徴をあ らわ す 代表

値 と して 中央値 と 四 分 位 範 囲 を 用 い た．2GO2〜05 各

年の 晩夏期 お よ び秋期集団の 空中花粉の 中央値 と，同

時期 に 開 花す る 25種 1変 種 の 花粉 の 測 定 値 と を比 較

した．

　花粉の 大 き さが 空 ll．r
花 粉 の 中央 値 に 近似 し，花粉飛

散が 多 い と予測 され る植物 は，晩夏期で はセ イ バ ン モ

ロ コ シ （Sor），秋期で は ス ス キ （Mis　1），オ ギ （Mis

2），セ イ バ ン モ ロ コ シ （Sor） に 絞 られ た．さ ら に こ

れ ら 3 種 の 花粉 の 測 定値 か ら 95％信頼楕 円域 を 設 定

した．セ イバ ン モ ロ コ シ花粉 の 信 頼楕円域 を セ イバ ン

モ ロ コ シ領域，ま た互 い に 花粉 の 大きさ が 近似 し て い

る ス ス キ とオ ギ の 信頼楕円域 を ス ス キ ・オ ギ領域 と し，

各領域 に 入 る 花粉数を年次別 に 集計 し た．晩夏期集団

で は，セ イバ ン モ ロ コ シ領域内に 入 る空 中花粉 の 割合

は 約 65％ で あ っ た ．秋期集団 で は，ス ス キ ・オ ギ 領

域 と セ イバ ン モ ロ コ シ 領域 の い ず れ か に 入 る 空 中花粉

の 割合 は 63〜77％ で あ っ た．

　以上 の 結果 よ り，晩夏期 の 主要 な 花粉源 は セ イバ ン

モ ロ コ シ，秋 期 の 主 要 な花粉 源 は ス ス キ，オ ギ，セ イ

バ ン モ ロ コ シ と推定 した．本研究の 結果 に 関連 して，

秋 の 空 中花粉 の 特徴，晩夏か ら秋 の イ ネ科植物 の 抗原

性を論 じ，臨床 の 立 場 か ら今後 の 診断法 の 指針 を考察

した．
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